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人
の
移
動
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
道
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
道
の
歴
史
は
人
類
と
と
も
に
古
い
。�

国
家
が
生
ま
れ
る
と
、
支
配
の
た
め
の
ル
ー
ト
と

し
て
道
が
利
用
さ
れ
る
。
無
数
の
道
の
う
ち
、
幹
線

道
が
「
官
道
」
と
し
て
政
府
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
古
代
の
律
令
国
家
で
は
、
都
と

地
方
と
を
結
ぶ
「
七
道
」
が
整
備
さ
れ
、
三
十
里
（
約

十
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

）
ご
と
に
駅
屋
が
設
け
ら
れ
た
。�

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
京
都
と
江
戸
と
を
結
ぶ
東

海
道
・
中
山
道
、
お
よ
び
江
戸
を
始
点
と
す
る
甲
州

道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
が
「
五
街
道
」
と
し

て
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
直
接
管
理
さ
れ
た
。
五
街
道

は
、
道
中
奉
行
が
専
管
し
た
。
そ
れ
以
外
の
地
方
の

幹
線
道
は
「
脇
街
道
」
と
さ
れ
、
幕
府
勘
定
奉
行
の

支
配
を
受
け
た
が
、
日
常
的
な
維
持
は
各
地
の
領
主

に
任
さ
れ
た
。
脇
街
道
の
う
ち
最
も
重
要
な
の
は
、

大
坂
と
小
倉
を
結
ぶ
中
国
路
（
西
国
路
・
山
陽
道
）
、

小
倉
と
長
崎
を
結
ぶ
長
崎
街
道
で
あ
っ
た
。�

産
業
の
発
達
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
物
流
も
盛
ん

に
な
っ
た
。
大
量
の
物
資
の
輸
送
に
は
、
船
が
便
利

だ
。
海
や
河
川
の
交
通
が
発
達
し
、
陸
の
道
と
の
結

節
点
に
は
物
流
の
拠
点
と
な
る
町
場
が
発
展
し
た
。

幹
線
道
に
は
「
一
里
塚
」
が
設
け
ら
れ
、
中
小
河
川

に
は
橋
が
、
大
河
川
に
は
渡
し
舟
な
ど
が
整
備
さ
れ

た
。
要
所
要
所
の
辻
に
は
、
旅
人
が
休
息
し
た
り
安

全
を
祈
願
し
た
り
す
る
「
四
つ
堂
」
が
設
け
ら
れ
た
。�

　
江
戸
時
代
の
交
通
情
報
は
、
幕
府
が
作
成
を
命

じ
た
国
絵
図
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
正
保
年

間
（
一
六
四
四
〜
四
八
）
の
国
絵
図
に
は
「
道
筋
并

灘
道
舟
路
帳
」
が
付
け
ら
れ
、
各
国
内
の
道
路
を
大

道
・
小
道
・
山
道
・
灘
道
（
海
岸
沿
い
の
道
）
に
区

別
し
て
記
し
、
主
な
地
点
間
の
距
離
、
渡
る
川
の
幅
・

深
さ
、
節
所
（
坂
道
の
難
所
）
な
ど
が
細
か
く
報
告

さ
れ
た
。
交
通
情
報
は
、
軍
事
上
重
要
で
あ
っ
た
。�

（1）
「
両
街
道
切
手
指
出
候
ヶ
所
書
付
」�

東
海
道
お
よ
び
中
山
道
で
通
行
切
手
を
指
し
出
す
べ
き
番

所
と
関
所
を
書
き
上
げ
た
も
の
。�

（2）
「
碓
氷
関
所
通
切
手
」�

（3）
「
箱
根
関
所
通
切
手
」�

関
所
通
行
切
手
の
雛
形
。
包
紙
入
り
。
（1）
〜

（3）
を
含
め
五

通
が
一
緒
に
袋
に
入
っ
て
い
る
。�

関
所
通
手
形
認
案
　
江
戸
時
代
後
期
�

せ
き
し
ょ
と
お
り
て
が
た
し
た
た
め
あ
ん
�

（
N
1-

82
）　
（1）
　16
・
2
セ
ン

チ

×
49
・
5
セ
ン

チ
�

　
（2）
　（3）
　33
・
0
セ
ン

チ

×
15
・
7
セ
ン

チ

�

25
�岡

山
か
ら
江
戸
へ
の
参
府
道
中
の
行
程
と
道
中
の
役
割
分
担

を
記
し
た
帳
面
。
道
中
も
袖
に
入
れ
て
持
ち
運
べ
る
よ
う
な
小

帳
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
藩
主
は
池
田
斉
政
。

三
月
十
五
日
に
岡
山
を
出
発
し
、
美
濃
路
・
東
海
道
を
経
て
四

月
四
日
に
江
戸
に
着
い
て
い
る
。�

御
参
府
御
道
中
諸
事
留
帳
　
文
化
五
年（
一
八
○
八
）三
月
�

ご
さ
ん
ぷ
ご
ど
う
ち
ゅ
う
し
ょ
じ
と
め
ち
ょ
う
�

（
C
7-

628
）　
19
・
3
セ
ン

チ

×
7
・
5
セ
ン

チ
�
�

26
�参

府
道
中
の
行
列
次
第
を
記
し
た
帳
面
。
道
中
用
の
小
帳
仕

立
て
。
岡
山
か
ら
兵
庫
ま
で
海
路
で
行
く
も
の
は
「
播
磨
路
御

船
」
の
貼
紙
が
あ
る
。
朱
書
の
付
紙
は
、
役
職
を
示
し
て
い

る
。�

御
参
府
御
道
中
御
供
御
行
列
　
文
化
五
年（
一
八
○
八
）三
月
�

ご
さ
ん
ぷ
ご
ど
う
ち
ゅ
う
お
と
も
ご
ぎ
ょ
う
れ
つ
�

（
C
7-

559
）　
19
・
0
セ
ン

チ

×
7
・
2
セ
ン

チ
�
�

27
�江

戸
か
ら
岡
山
へ
の
帰
国
道
中
の
行
程
と
道
中
の
役
割
分
担

を
記
し
た
帳
面
。
道
中
用
の
小
帳
仕
立
て
。
藩
主
は
同
じ
く
池

田
斉
政
。
四
月
二
十
一
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
中
山
道
を
経
て

五
月
九
日
に
岡
山
に
着
い
て
い
る
。�

帰
国
道
中
の
行
列
次
第
を
記
し
た
帳
面
。
道
中
用
の
小
帳

仕
立
て
。
参
府
道
中
と
の
大
き
な
違
い
は
な
い
。�

御
帰
国
御
道
中
御
行
列
　
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
�

ご
き
こ
く
ご
ど
う
ち
ゅ
う
ご
ぎ
ょ
う
れ
つ
�

（
C
7-

557
）　
16
・
3
セ
ン

チ

×
6
・
9
セ
ン

チ

�

29
�池

田
茂
政
が
京
都
か
ら
岡
山
に
帰
国
し
た
と
き
の
行
列
次

第
を
記
し
た
帳
面
。
小
帳
。
第
二
次
長
州
戦
争
の
停
戦
後
、

十
月
か
ら
在
京
し
て
い
た
茂
政
は
、
徳
川
慶
喜
の
将
軍
宣
下

を
見
届
け
た
う
え
で
、
十
二
月
十
日
に
帰
国
の
途
に
着
い
た
。

平
時
の
参
勤
交
替
と
は
異
な
っ
て
、
天
皇
か
ら
の
賜
物
で
あ

る
「
天
盃
」
を
先
頭
に
掲
げ
、
大
砲
隊
や
銃
隊
を
配
す
る
な

ど
、
幕
末
ら
し
い
行
列
編
成
に
な
っ
て
い
る
。�

御
帰
国
御
道
中
御
行
列
　
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
二
月
�

ご
き
こ
く
ご
ど
う
ち
ゅ
う
ご
ぎ
ょ
う
れ
つ
�

（
C
7-

555
）　
19
・
0
セ
ン

チ

×
8
・
7
セ
ン

チ

�

30
�

池
田
家
文
庫
絵
図
展
�

陸
の
道
�

江
戸
時
代
の
交
通
�

陸
の
道
�

宿
駅
伝
馬
制
�

岡
山
藩
の
参
勤
交
替
�

岡
山
の
街
道
�

関
が
原
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
翌
年
の
慶
長
六
年

（
一
六
○
一
）
、
徳
川
家
康
は
東
海
道
に
宿
駅
を
定

め
、
人
や
物
資
を
継
ぎ
送
り
す
る
役
を
課
し
た
。
こ

れ
を
伝
馬
役
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
宿
駅
に
は
馬
と

人
足
を
常
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
宿
駅

伝
馬
制
は
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
に
は
中
山
道
に

も
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
他
の
街
道
で
も
整
備
が
行
わ

れ
た
。
常
備
す
べ
き
人
馬
の
数
は
、
十
七
世
紀
半
ば

以
降
、
東
海
道
は
各
宿
駅
ご
と
に
百
人
百
匹
、
木
曽

路
を
除
く
中
山
道
は
五
十
人
五
十
匹
、
中
山
道
の
う

ち
木
曽
路
十
一
宿
お
よ
び
他
の
三
街
道
は
二
十
五
人

二
十
五
匹
の
定
め
で
あ
っ
た
。
�

宿
駅
伝
馬
制
は
、
徳
川
幕
府
の
公
用
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
将
軍
の
朱
印
状
や
老
中
・

所
司
代
の
発
行
す
る
奉
書
を
所
持
す
る
も
の
は
、
無

償
で
宿
駅
人
馬
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

以
外
の
大
名
や
武
士
・
庶
民
は
、
幕
府
が
定
め
た
御

定
賃
銭
で
人
馬
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ

し
、
規
定
数
以
上
の
人
馬
を
雇
う
場
合
の
賃
銭
は
、

相
対
（
交
渉
次
第
）
で
あ
っ
た
。
�

宿
駅
の
家
々
は
、
屋
敷
地
の
税
（
地
子
）
を
免
除

さ
れ
た
代
わ
り
に
、
屋
敷
地
の
間
口
に
応
じ
て
馬
役

や
歩
行
役
を
負
担
し
た
。
し
か
し
、
交
通
量
が
増
大

す
る
と
、
伝
馬
役
の
負
担
が
宿
駅
に
重
く
の
し
か
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
幕
府
で
は
、
近
隣
の

村
々
が
宿
駅
の
人
馬
勤
め
を
補
助
す
る
助
郷
制
を
設

け
た
。
助
郷
に
は
、
常
時
補
助
の
体
制
を
取
る
こ
と

を
義
務
付
け
ら
れ
た
定
助
郷
と
、
そ
れ
で
も
足
り
な

い
と
き
に
臨
時
に
負
担
す
る
大
助
郷
と
が
あ
っ
た
。
�

宿
駅
に
は
問
屋
場
が
置
か
れ
、
問
屋
の
宿
役
人
が

人
馬
の
手
配
を
行
っ
た
。
幕
府
役
人
や
大
名
な
ど
が

宿
泊
・
休
息
す
る
た
め
の
本
陣
・
脇
本
陣
な
ど
も
設

け
ら
れ
た
。
一
般
の
庶
民
が
宿
泊
す
る
た
め
の
旅
籠

屋
や
木
賃
宿
な
ど
も
並
ん
で
い
た
。
�

岡
山
地
域
で
は
、
東
西
に
中
国
路
・
出
雲
往
来
と

い
う
二
本
の
幹
線
道
路
が
走
り
、
そ
の
間
を
多
く
の

地
方
道
が
縦
横
に
結
ん
で
い
た
。
北
へ
は
鳥
取
に
至

る
因
幡
往
来
、
南
に
は
児
島
か
ら
四
国
に
通
じ
る
金

毘
羅
往
来
も
通
っ
て
い
た
。
中
国
路
の
道
筋
は
、
宇

喜
多
氏
に
よ
る
岡
山
城
下
町
建
設
に
と
も
な
っ
て
城

下
を
通
る
ル
ー
ト
に
変
更
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

幕
末
期
に
他
藩
の
軍
勢
な
ど
が
頻
繁
に
往
来
す
る
よ

う
に
な
る
と
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
城
下
を
迂
回

す
る
「
新
道
」
が
整
備
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
の

幹
線
道
に
は
、
宿
駅
が
設
け
ら
れ
た
。
伝
馬
役
は
、

中
国
路
で
は
岡
山
・
矢
掛
・
七
日
市
（
井
原
市
）
が

五
街
道
並
の
二
十
五
人
二
十
五
匹
と
定
め
ら
れ
、
高

屋
は
十
五
人
二
十
匹
、
藤
井
と
板
倉
は
八
匹
の
定
め

で
あ
っ
た
。
備
前
国
内
の
三
石
と
片
上
に
は
特
に
定

め
は
な
か
っ
た
。
出
雲
往
来
で
は
、
津
山
が
二
十
五

人
二
十
五
匹
と
五
街
道
並
み
で
あ
っ
た
。
交
通
量
の

増
加
し
た
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
、
地
方
道
の
通

る
在
町
で
も
伝
馬
や
人
足
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
�

伝
馬
や
人
足
の
運
賃
は
、
幕
府
の
御
定
賃
銭
に
従

っ
て
定
め
ら
れ
た
。
岡
山
藩
内
の
各
宿
駅
で
の
運
賃

は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
幕
府
の
高
札
に
基

づ
い
て
決
め
ら
れ
て
以
降
、
長
い
間
変
更
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
負
担
量
の
増
大
が
宿

駅
の
困
窮
を
い
よ
い
よ
増
す
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
山
・

藤
井
・
片
上
・
三
石
の
四
か
駅
は
、
連
名
で
賃
銭
の

割
増
を
何
度
も
歎
願
し
、
藩
は
こ
れ
を
幕
府
に
取
り

次
い
だ
。
幕
府
は
、
五
街
道
を
中
心
に
運
賃
の
割
増

を
認
め
て
い
た
だ
け
に
、
地
方
か
ら
の
要
請
も
認
め

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
岡
山
藩
四
か
駅
で
は
、
文
化

十
年
（
一
八
一
三
）
に
そ
れ
ま
で
の
賃
銭
の
一
・
五

割
増
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
さ
ら
に
一
・
五

割
増
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
一
割

増
、
計
四
割
増
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
も

四
か
駅
は
割
増
の
歎
願
を
繰
り
返
し
た
が
、

幕
府
は
容
易
に
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
�

ま
た
、
地
域
に
は
地
方
の
幹
線
道
以
外
に

も
、
村
と
村
を
結
ぶ
よ
う
な
細
か
な
道
路
網

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
道
路

は
藩
の
郡
奉
行
が
監
督
し
、
そ
の
情
報
は
郡

絵
図
な
ど
に
記
さ
れ
た
。
十
七
世
紀
中
頃
に

岡
山
藩
領
で
作
ら
れ
た
郡
絵
図
に
は
、
村
の

道
は
「
馬
道
」
と
「
歩
行
道
」
に
区
別
さ
れ
、

道
に
掛
か
る
橋
も
「
石
橋
」
「
土
橋
」
「
板

橋
」
の
区
別
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

村
の
道
や
橋
の
補
修
は
基
本
的
に
村
の
自
普

請
で
あ
っ
た
が
、
数
か
村
に
ま
た
が
る
よ
う

な
場
合
は
藩
の
御
普
請
で
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
�

江
戸
時
代
の
大
名
は
、
一
年
お
き
に
領
地
と
江
戸

で
交
替
に
居
住
す
る
参
勤
交
替
が
幕
府
に
よ
っ
て
命

じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
毎
年
藩
主
自
身
が
領

地
と
江
戸
の
間
を
通
行
し
た
。
�

岡
山
藩
の
場
合
、
参
勤
行
列
の
人
数
は
正
確
に
は

把
握
し
が
た
い
が
、
付
き
添
い
の
家
臣
や
足
軽
・
小

者
な
ど
を
含
め
て
数
百
人
に
の
ぼ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

行
列
は
一
般
に
は
、
藩
主
の
乗
る
輿
を
中
心
に
槍
や

弓
・
長
刀
を
配
し
、
威
儀
を
正
し
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
幕
末
の
慶
応
年
間
（
一
八
六
五
〜
六
八
）
に
な

る
と
、
大
砲
や
鉄
砲
を
備
え
た
軍
事
色
の
強
い
も
の

に
な
っ
た
。
�

一
行
は
、
岡
山
か
ら
兵
庫
ま
で
は
陸
路
と
海
路
に

分
散
し
た
が
、
兵
庫
か
ら
は
総
勢
が
陸
路
で
江
戸
と

の
間
を
往
来
し
た
。
京
都
・
江
戸
間
は
東
海
道
を
通

る
場
合
も
中
山
道
を
通
る
場
合
も
あ
っ
た
。
美
濃
路
・

東
海
道
を
通
っ
て
参
府
し
た
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）

の
場
合
は
総
距
離
が
百
八
十
一
里
十
二
丁
（
約
七
百

十
二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

）
、
中
山
道
を
通
っ
て
帰
国
し
た
文
化
六
年

（
一
八
○
九
）
の
場
合
は
百
九
十
里
十
四
丁
（
約
七

百
四
十
八
キ
ロ
メ

ー
ト
ル

）
、
い
ず
れ
の
道
中
も
十
九
泊
二
十
日

の
旅
行
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
藩
の
急
御
用
の
書
状

を
運
ん
だ
早
飛
脚
は
、
江
戸
・
岡
山
間
を
六
日
で
駈

け
継
い
だ
。
�

こ
れ
ほ
ど
の
大
集
団
が
行
う
大
旅
行
だ
け
に
、
道

中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
避
け
が
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
他

藩
の
家
臣
や
他
領
の
住
民
と
の
紛
争
は
幕
府
の
介
入

を
招
く
だ
け
に
、
極
力
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
宿
泊
・
休
息
の
手
配
、
人
馬
の
雇
用
な
ど
、
事

前
の
準
備
に
は
万
全
が
期
さ
れ
た
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
に
道
中
の
行
動
が
細
か
く
規
制
さ
れ
、
息

の
抜
け
な
い
旅
で
も
あ
っ
た
。
�

�

（
解
説
　
岡
山
大
学
・
教
授
　
倉
地
克
直
）
�

り
ょ
う
か
い
ど
う
き
っ
て
さ
し
だ
し
そ
う
ろ
う
か
し
ょ
か
き
つ
け
�

う
す
い
せ
き
し
ょ
と
お
り
て
が
た
�

は
こ
ね
せ
き
し
ょ
と
お
り
て
が
た
�

御
帰
国
御
道
中
御
休
御
泊
諸
事
留
�

文
化
六
年（
一
八
○
九
）�

ご
き
こ
く
ご
ど
う
ち
ゅ
う
お
や
す
み
お
と
ま
り
し
ょ
じ
と
め
�

（
C
7-

560
）　
16
・
3
セ
ン

チ

×
6
・
9
セ
ン

チ

�

28
�

■
図
・
岡
山
地
域
の
近
世
交
通
路
■
�

５�



江
戸
�

（
東
京
）�

小
田
原
�

箱
根
�

川
崎
�

神
奈
川
�

戸
塚
�

大
磯
�

沼
津
�

三
島
�

富
士
川
�

油
井
�

蒲
原
�

江
尻
�

府
中
�

大
井
川
�

安
倍
川
�

島
田
�

丸
子
�

藤
枝
�

金
谷
�

日
坂
�

掛
川
�

袋
井
�

見
附
�

天
龍
川
�

浜
松
�

吉
田
�

二
川
�

御
油
�

藤
川
�

名
古
屋
� 池

鯉
鮒
�

岡
崎
�

宮
�

桑
名
�

四
日
市
�

石
薬
師
�

萩
原
�

関
ケ
原
�

亀
山
�

大
津
�

大
垣
�

垂
井
�

関
�

草
津
�

水
口
�

土
山
�

石
部
�

柏
原
�

醒
ケ
井
�

守
山
�

武
佐
�

岡
山
藩
政
確
立
期
の
幕
府
法
令
お
よ
び
岡
山
藩
独
自
の
重
要

な
法
令
を
収
録
し
た
も
の
。
法
令
の
出
さ
れ
た
年
次
は
、
寛
永

七
年
（
一
六
三
○
）
か
ら
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
ま
で
。�

展
示
し
た
の
は
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
九
月
九
日

の
「
定
」
。
（1）

公
儀
の
村
送
り
状
を
滞
り
な
く
送
る
こ
と
、

（2）

駄
賃
は
一
里
に
つ
き
二
十
文
、
人
足
は
九
文
、
宿
賃
は
主

人
十
文
・
馬
十
文
・
下
人
六
文
に
定
め
る
、
（3）

手
形
の
な
い

者
に
は
伝
馬
・
継
人
馬
を
提
供
し
な
い
こ
と
、
な
ど
を
命
じ

て
い
る
。�

〔
展
示
品
解
説
〕�

御
納
戸
大
帳
 
江
戸
時
代
前
期
 

お
な
ん
ど
だ
い
ち
ょ
う
�

（
Ｅ
1-

1
）　
27
・
8
セ
ン

チ

×
20
・
4
セ
ン

チ

�

1
正
保
の
国
絵
図
と
と
も
に
作
成
が
命
じ
ら
れ
、
幕
府
に
提
出

さ
れ
た
も
の
の
控
え
。
同
時
に
作
成
さ
れ
た
郷
帳
と
同
じ
装

幀
。
国
絵
図
の
な
か
に
記
載
さ
れ
た
交
通
情
報
が
、
整
理
し
て

抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。
交
通
路
の
掌
握
は
軍
事
的
な
意
味
が

強
く
、
正
保
度
に
の
み
こ
の
種
の
帳
面
の
作
成
が
行
わ
れ
た
。

島
原
の
乱
後
の
対
応
や
海
防
対
策
の
強
化
に
あ
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
二
冊
が
一
緒
に
桐
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。�

備
前
国
絵
図
　
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）八
月
�

び
ぜ
ん
の
く
に
え
ず
�

（
T
1-

15
）　
167
・
6
セ
ン

チ

×
202
・
6
セ
ン

チ

�

6
備
前
国
道
筋
并
難
道
船
路
帳
　
正
保
四
年（
一
六
四
七
）�

び
ぜ
ん
の
く
に
み
ち
す
じ
な
ら
び
に
な
だ
み
ち
ふ
な
じ
ち
ょ
う
�

（
N
1-

98
）　
31
・
3
セ
ン

チ

×
22
・
6
セ
ン

チ

�

10
�備

中
国
道
筋
并
難
道
船
路
帳
　
正
保
四
年（
一
六
四
七
）�

び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に
み
ち
す
じ
な
ら
び
に
な
だ
み
ち
ふ
な
じ
ち
ょ
う
�

（
N
1-

98
）　
31
・
3
セ
ン

チ

×
22
・
6
セ
ン

チ

�

11
�

新
道
付
け
替
え
の
目
論
見
絵
図
。
願
書
に
添
え
ら
れ
た
も
の

の
写
し
。
新
道
筋
は
黄
色
で
示
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
駅
か
ら
牟

佐
へ
北
上
し
、
牟
佐
の
渡
し
で
大
川
（
旭
川
）
を
渡
り
、
ほ
ぼ

古
代
の
山
陽
道
に
沿
っ
て
西
辛
川
に
至
る
道
筋
で
あ
っ
た
。�

幕
末
に
な
っ
て
中
国
路
の
往
来
が
増
加
し
近
隣
の
軍
事
的

緊
張
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
岡
山
藩
で
は
無
用
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
、
中
国
路
付
け
替
え
を
計
画
し
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
十
一
月
に
幕
府
に
願
い
を
提
出
し
た
。
こ
れ

は
、
そ
の
願
書
の
写
し
。
岡
山
藩
の
願
い
は
、
翌
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
四
月
に
幕
府
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
。
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
大
月
滋
敏
「
幕
末
の
新
往
還
に
つ
い
て
」

（『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
○
七
号
）
が
詳
し
い
。�

備
前
国
往
還
付
替
願
　
文
久
三
年（
一
八
六
三
）�

び
ぜ
ん
の
く
に
お
う
か
ん
つ
け
か
え
ね
が
い
�

（
N
1-

1
）　
24
・
2
セ
ン

チ

×
32
・
5
セ
ン

チ

�

12
�中

国
路
の
藩
内
四
ヶ
駅
が
、
賃
銭
割
増
を
歎
願
し
た
一
件

書
類
を
編
集
し
た
帳
面
。
作
成
は
留
方
。
従
来
は
御
定
賃
銭

の
三
割
増
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
四
ヶ
駅
側
は
困
窮
を
理

由
に
さ
ら
に
二
割
増
の
都
合
五
割
増
を
歎
願
し
た
。
幕
府
は
、

一
割
増
の
都
合
四
割
増
を
五
年
間
に
限
り
認
め
た
。
以
後
も

四
ヶ
駅
側
は
都
合
五
割
増
を
歎
願
し
た
が
、
幕
府
は
四
割
増

の
五
年
間
延
長
の
み
を
認
め
た
。�

御
国
四
ヶ
駅
困
窮
割
増
一
件
　
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）�

お
く
に
よ
ん
か
え
き
こ
ん
き
ゅ
う
わ
り
ま
し
い
っ
け
ん
�

（
N
1-

62
）　
27
・
4
セ
ン

チ

×
20
・
2
セ
ン

チ

�

18
�

岡
山
の
問
屋
場
に
揚
げ
ら
れ
た
高
札
の
実
物
大
の
写
し
。

岡
山
か
ら
藤
井
・
牛
窓
・
板
倉
・
庭
瀬
・
金
川
・
町
刈
田
・

天
城
ま
で
の
、
本
駄
賃
・
荷
無
駄
賃
・
人
足
賃
が
書
か
れ
て

い
る
。
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
幕
府
御
定
賃
銭
に
準
じ

て
定
め
ら
れ
た
。
差
出
人
の
人
名
は
、
高
札
が
作
り
替
え
ら

れ
る
ご
と
に
当
時
の
仕
置
家
老
名
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
で
、

そ
の
変
更
が
貼
紙
で
示
さ
れ
て
い
る
。�

駄
賃
人
足
賃
相
定
覚
　
正
徳
二
年（
一
七
一
二
）�

だ
ち
ん
に
ん
そ
く
ち
ん
あ
い
さ
だ
む
お
ぼ
え
�

（
Ｅ
5-

9
）　
61
・
6
セ
ン

チ

×
156
・
3
セ
ン

チ

�

22
�郡

奉
行
な
ど
を
長
年
勤
め
た
岡
山
藩
士
の
石
丸
定
良
が
編

纂
し
た
地
誌
。
三
十
五
巻
十
六
冊
。
巻
一
か
ら
巻
二
十
五
は

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
ま
で
に
成
立
、
巻
二
十
六
以
降
は

そ
の
後
増
補
さ
れ
た
。
郡
村
・
神
社
・
寺
院
・
名
所
・
古
城

跡
・
産
物
・
古
文
書
な
ど
項
目
別
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
巻

二
十
三
・
巻
二
十
四
は
彩
色
絵
図
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
巻

二
十
三
は
児
島
郡
浦
辺
絵
図
、
巻
二
十
四
は
三
石
船
坂
峠
か

ら
備
中
国
矢
田
村
ま
で
の
中
国
路
お
よ
び
岡
山
城
下
か
ら
津

高
郡
建
部
上
村
ま
で
の
津
山
往
来
の
沿
道
絵
図
。�

備
陽
記
・
巻
二
十
四
　
江
戸
時
代
中
期
�

び
よ
う
き
・
ま
き
に
じ
ゅ
う
し
�

（
A
2-

11
）　
26
・
7
セ
ン

チ

×
19
・
9
セ
ン

チ

�

23
�（1）

「
御
近
習
之
者
江
戸
へ
召
連
申
人
数
覚
」�

千
石
か
ら
百
五
拾
石
ま
で
、
近
習
の
者
が
江
戸
へ
召
し
連

れ
る
べ
き
家
来
の
人
数
を
指
示
し
た
書
付
。
馬
を
引
く
者
は
、

小
身
で
も
八
人
は
召
し
連
れ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。�

�
（2）
「
道
中
之
覚
」�

参
勤
道
中
で
の
行
儀
や
心
掛
け
に
つ
い
て
、
十
二
ヶ
条
に

わ
た
っ
て
細
か
く
指
示
し
た
も
の
。
文
中
に
「
松
平
伊
予
守
」

と
あ
る
か
ら
、
池
田
綱
政
の
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

（1）
 

（2）

が
一
緒
に
包
紙
に
入
っ
て
い
る
。�

賃
銭
割
増
の
歎
願
書
（
16
）
に
添
え
ら
れ
た
絵
図
。
往
還

筋
が
村
名
と
と
も
に
朱
線
で
描
か
れ
、
余
白
に
は
脇
五
ヶ
駅

か
ら
各
地
へ
の
里
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。�

備
前
国
脇
五
ヶ
駅
往
来
絵
図
　
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）�

び
ぜ
ん
の
く
に
わ
き
ご
か
え
き
お
う
ら
い
え
ず
�

（
N
1-

5
）　
78
・
8
セ
ン

チ

×
95
・
4
セ
ン

チ

�

19
�賃

銭
割
増
の
歎
願
書
（
16
）
に
添
え
ら
れ
た
帳
面
。
正
徳

二
年
（
一
七
一
二
）
の
高
札
に
定
め
ら
れ
た
脇
五
ヶ
駅
か
ら

各
地
へ
の
御
定
賃
銭
が
、
本
馬
・
軽
尻
馬
・
人
足
に
分
け
て

書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
�

新
道
へ
の
付
け
替
え
に
よ
っ
て
、
従
来
の
中
国
路
の
う
ち

藤
井
宿
か
ら
城
下
森
下
口
ま
で
、
お
よ
び
万
町
口
か
ら
一
ノ

宮
東
外
れ
ま
で
の
道
路
が
、
幅
員
縮
小
も
し
く
は
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
通
知
す
る
書
付
の
写
し
。

日
置
十
左
衛
門
・
牧
野
権
六
郎
は
、
岡
山
藩
郡
代
。�

新
道
御
用
ニ
付
古
往
還
御
廃
シ
可
相
成
と
の
御
事
�

ニ
付
書
付
　
元
治
元
年（
一
八
六
四
）�

し
ん
ど
う
ご
よ
う
に
つ
き
こ
お
う
か
ん
お
は
い
し
あ
い
な
る
べ
き
と
の
お
ん
こ
と
�

に
つ
き
か
き
つ
け
�

（
N
1-

2
）　
14
・
7
セ
ン

チ

×
54
・
5
セ
ン

チ

�

13
�

上
道
郡
藤
井
駅
ヨ
リ
津
高
郡
西
辛
川
村
迄
目
論
見
�

新
道
見
取
凡
絵
図
　
文
久
三
年（
一
八
六
三
）�

じ
ょ
う
ど
う
ぐ
ん
ふ
じ
い
え
き
よ
り
つ
だ
か
ぐ
ん
に
し
か
ら
か
わ
む
ら
ま
で
も
く
ろ
み
�

し
ん
ど
う
み
と
り
お
よ
そ
え
ず
�

（
N
1-

133
）　
27
・
8
セ
ン

チ

×
361
・
8
セ
ン

チ

�

14
�上

道
郡
藤
井
駅
ヨ
リ
御
野
郡
釣
之
渡
福
林
寺
縄
手
�

通
り
古
道
見
取
凡
絵
図
　
文
久
三
年（
一
八
六
三
）�

じ
ょ
う
ど
う
ぐ
ん
ふ
じ
い
え
き
よ
り
み
の
ぐ
ん
つ
り
の
わ
た
し
ふ
く
り
ん
じ
な
わ
て
�

ど
お
り
こ
ど
う
み
と
り
お
よ
そ
え
ず
�

（
N
1-

131
）　
28
・
6
セ
ン

チ

×
121
・
5
セ
ン

チ

�

15
�藤

井
宿
か
ら
釣
の
渡
し
で
大
川
を
渡
り
、
福
輪
寺
（
妙
善
寺
）

門
前
を
通
っ
て
富
原
村
に
い
た
る
古
道
（
ほ
ぼ
中
世
の
山
陽
道

に
あ
た
る
）
を
示
し
た
略
図
。
幕
末
の
新
道
目
論
見
に
関
連
し

て
検
討
さ
れ
た
案
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。�

正
徳
二
辰
年
御
定
御
高
札
面
人
馬
元
運
賃
書
上
帳
�

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）�

し
ょ
う
と
く
に
た
つ
ど
し
お
さ
だ
め
ご
こ
う
さ
つ
め
ん
じ
ん
ば
も
と
う
ん
ち
ん
か
き
あ
げ
ち
ょ
う
�

（
N
1-

4
）　
46
・
6
セ
ン

チ

×
16
・
6
セ
ン

チ

�

20
�賃

銭
割
増
の
歎
願
書
（
16
）
に
添
え
ら
れ
た
帳
面
。
脇
五

ヶ
駅
か
ら
各
地
へ
の
賃
銭
の
う
ち
、
高
札
に
定
め
ら
れ
た
以

外
に
、
里
数
割
合
を
も
っ
て
徴
収
し
て
き
た
分
を
書
き
上
げ

た
も
の
。�

御
定
之
外
以
里
数
割
合
継
来
相
成
居
申
�

人
馬
元
賃
銭
書
上
帳
　
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）�

お
さ
だ
め
の
ほ
か
り
す
う
わ
り
あ
い
を
も
っ
て
つ
ぎ
き
た
り
あ
い
な
り
お
り
も
う
す
�

じ
ん
ば
も
と
ち
ん
せ
ん
か
き
あ
げ
ち
ょ
う
�

（
N
1-

3
）　
46
・
6
セ
ン

チ

×
16
・
6
セ
ン

チ

�

21
�

和
気
郡
和
気
村
、
赤
坂
郡
周
匝
村
・
福
田
村
・
町
苅
田
村
、

津
高
郡
金
川
村
の
脇
五
ヶ
駅
が
、
困
窮
を
理
由
に
、
西
国
往

還
筋
の
領
内
四
ヶ
駅
と
同
様
に
、
割
増
賃
銭
を
認
め
て
く
れ

る
よ
う
藩
に
訴
え
た
願
書
。
一
件
史
料
と
と
も
に
包
紙
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
。�

備
前
国
脇
五
ヶ
駅
賃
銭
割
増
ニ
付
歎
願
書
�

嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）八
月
�

び
ぜ
ん
の
く
に
わ
き
ご
か
え
き
ち
ん
せ
ん
わ
り
ま
し
に
つ
き
た
ん
が
ん
し
ょ
�

（
N
1-

9
）　
32
・
6
セ
ン

チ

×
181
・
8
セ
ン

チ

�

16
�御

国
四
ヶ
駅
并
脇
往
反
共
人
馬
賃
銭
割
増
�

御
願
継
一
件
　
嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）�

お
く
に
よ
ん
か
え
き
な
ら
び
に
わ
き
お
う
は
ん
と
も
じ
ん
ば
ち
ん
せ
ん
わ
り
ま
し
�

お
ね
が
い
つ
ぎ
い
っ
け
ん
�

�（
N
1-

63
）　
26
・
5
セ
ン

チ

×
19
・
8
セ
ン

チ

�

17
�

三
石
国
境
ヨ
リ
森
下
迄
沿
道
之
図
　
江
戸
時
代
後
期
�

み
つ
い
し
く
に
ざ
か
い
よ
り
も
り
し
た
ま
で
え
ん
ど
う
の
ず
�

（
T
8-

97
）　
25
・
5
セ
ン

チ

×
12
・
3
セ
ン

チ

�

7
岡
山
藩
の
農
村
支
配
に
関
す
る
基
本
史
料
を
編
集
し
た
も

の
。
留
方
が
作
成
し
た
。
三
十
巻
三
十
冊
。�

展
示
し
た
の
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）
に
藤
井
宿

に
馬
継
が
命
じ
ら
れ
た
と
き
の
記
事
。
藤
井
村
三
人
・
鉄
村

二
人
・
北
方
村
三
人
が
合
計
八
匹
の
馬
を
持
つ
こ
と
を
命
じ

ら
れ
、
一
匹
に
つ
き
三
百
目
宛
の
馬
銀
が
貸
し
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。�

撮
要
禄
・
巻
十
四
　
江
戸
時
代
後
期
�

さ
つ
よ
う
ろ
く
・
ま
き
じ
ゅ
う
し
�

（
A
５-

15
）　
26
・
8
セ
ン

チ

×
20
・
1
セ
ン

チ

�

2
中
国
路
の
藤
井
宿
に
揚
げ
ら
れ
た
駄
賃
高
札
の
文
面
を
写

し
た
も
の
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
六
月
、
亥
年
（
天
和

三
）
十
二
月
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
十
月
の
三
枚
分
。

藤
井
宿
か
ら
岡
山
ま
で
の
本
駄
賃
で
い
え
ば
、
八
十
四
文
↓

六
十
五
文
↓
七
十
一
文
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
米
の
作
柄
や

米
価
・
物
価
な
ど
を
勘
案
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日
置
隼

人
・
池
田
刑
部
・
池
田
主
殿
は
い
ず
れ
も
岡
山
藩
仕
置
家
老
。�

駄
賃
高
札
控
　
江
戸
時
代
中
期
�

だ
ち
ん
こ
う
さ
つ
ひ
か
え
�

（
N
１-

75
）　
28
・
0
セ
ン

チ

×
143
・
0
セ
ン

チ

�

3

絹
布
貼
付
表
紙
の
豪
華
な
装
幀
の
折
本
。
桐
箱
入
り
。
江

戸
か
ら
肥
前
五
島
ま
で
が
描
か
れ
る
。
江
戸
か
ら
大
坂
ま
で

は
陸
路
、
大
坂
か
ら
長
崎
ま
で
は
海
路
。
道
は
金
泥
。
沿
道

の
描
写
は
絵
画
的
で
、
宿
駅
名
・
名
所
・
宿
駅
間
の
距
離
な

ど
が
記
さ
れ
る
。
往
来
の
武
者
行
列
や
旅
す
る
庶
民
の
姿
も

描
か
れ
て
い
る
。
藩
主
の
手
元
で
鑑
賞
さ
れ
た
も
の
か
。
広

げ
た
と
き
の
全
長
は
約
十
八
メ
ー
ト
ル

。（
下
段
写
真
）�

東
西
道
中
之
絵
図
　
江
戸
時
代
後
期
�

と
う
ざ
い
ど
う
ち
ゅ
う
の
え
ず
�

（
T
8-

126
）　
49
・
5
セ
ン

チ

×
33
・
４
セ
ン

チ

�

4

全
国
の
主
な
街

道
と
宿
駅
を
記
し

た
絵
図
。
木
版
多

色
刷
、
折
本
、
帯

封
入
り
。
浪
華
の

友
鳴
松
旭
の
図
、

江
戸
書
肆
三
河
屋

鉄
五
郎
の
版
。
城

下
町
は
長
四
角
で

示
さ
れ
、
な
か
に

地
名
・
城
主
名
・

知
行
名
・
江
戸
ヨ

リ
の
距
離
が
書
か

れ
て
い
る
。
宿
駅

は
黄
色
の
小
判
型

で
示
さ
れ
、
宿
駅

間
の
距
離
も
記
す
。

道
中
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
な
小
帳

サ
イ
ズ
に
仕
立
て

ら
れ
て
い
る
。�

大
日
本
道
中
細
見
図
　
江
戸
時
代
後
期
�

だ
い
に
ほ
ん
ど
う
ち
ゅ
う
さ
い
け
ん
ず
�

（
T
10-

8
）　
17
・
7
セ
ン

チ

×
178
・
1
セ
ン

チ

�

5

池
田
綱
政
か
ら
継
政
へ
の
藩
主
交
代
に
あ
た
っ
て
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
た
監
使
（
目
付
、
曽
我
平
次
郎
・
中
野
佐
兵
衛
）

に
提
出
さ
れ
た
国
絵
図
の
控
え
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）

に
幕
府
へ
再
提
出
さ

れ
た
「
元
禄
国
絵
図
」

に
基
づ
い
て
作
ら
れ

て
い
る
が
、
縮
尺
は

や
や
小
さ
い
。
「
元

禄
国
絵
図
」
で
は
領

内
の
道
路
が
細
か
く

書
き
上
げ
ら
れ
、
他

領
に
つ
な
が
る
国
境

の
「
小
書
」
も
詳
細

で
あ
る
。松
平
大
炊
頭

は
池
田
継
政
の
こ
と
。�

上
東
郡
図
　
万
治
四
年（
一
六
六
一
）頃
�

じ
ょ
う
と
う
ぐ
ん
ず
�

（
T
2-

77
）　
193
・
0
セ
ン

チ

×
143
・
8
セ
ン

チ

�

8
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
頃
岡
山
藩
の
郡
奉
行
が
郡
方
支

配
の
便
宜
の
た
め
に
作
成
し
た
郡
図
の
一
枚
。
後
の
上
道
郡

は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
以
前
は
上
道
郡
と
上
東
郡
の

二
郡
に
分
か
れ
て
い
た
。
上
東
郡
は
、
砂
川
と
吉
井
川
に
は

さ
ま
れ
た
東
部
に
あ
た
っ
て
い
る
。
道
路
は
朱
で
描
か
れ
、

馬
道
・
歩
行
道
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。�

余
白
部
分
に
は
、

「
御
用
も
可
調
者
」

が
書
き
上
げ
ら
れ
、

郡
の
大
き
さ
、

川
に
つ
い
て
の

情
報
、
村
数
な

ど
も
記
さ
れ
て

い
る
。�

備
中
国
絵
図
　
寛
永
十
五
年（
一
六
三
八
）頃
�

び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に
え
ず
�

（
T
1-

30
）　
190
・
0
セ
ン

チ

×
189
・
2
セ
ン

チ

�

9

「
寛
永
古
図
」
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
も

の
で
、
余
白
部
分
に

領
主
名
と
知
行
高
が

書
か
れ
て
お
り
、
そ

の
領
主
名
か
ら
寛
永

十
五
年
（
一
六
三
八
）

頃
に
作
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。�

一
里
塚
・
船
渡
し
・

「
節
所
」
な
ど
の
記

載
は
あ
る
が
、
国
境
の
「
小
書
」
を
は
じ
め
、
交
通
情
報
は

後
の
正
保
図
や
元
禄
図
に
比
べ
て
簡
略
で
あ
る
。
同
じ
様
式

で
作
ら
れ
た
「
備
前
国
九
郡
絵
図
」
と
一
対
の
も
の
で
あ
る
。�

中
国
路
の
岡
山
・
藤
井
・
片
上
・
三
石
の
四
ヶ
駅
お
よ
び
脇

五
ヶ
駅
が
駄
賃
・
人
足
賃
の
割
増
を
歎
願
し
た
一
件
書
類
を
編

集
し
た
帳
面
。
事
件
後
、
岡
山
藩
の
留
方
が
作
成
し
た
。
四
ヶ

駅
は
御
定
賃
銭
の
五
割
増
を
要
求
し
た
が
、
幕
府
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
四
割
増
を
五
年
間
延
長
す
る
こ
と
の
み
認
め
た
。
脇

五
ヶ
駅
に
つ
い
て
は
、
来
年
か
ら
五
年
間
に
限
り
一
割
増
の
賃

銭
を
徴
収
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。�

ど
う
ち
ゅ
う
の
お
ぼ
え
�

� ご
き
ん
じ
ゅ
う
の
も
の
え
ど
へ
め
し
つ
れ
も
う
す
に
ん
ず
う
お
ぼ
え
�

道
中
被
仰
出
口
上
覚
書
　
江
戸
時
代
中
期
�

ど
う
ち
ゅ
う
お
お
せ
い
だ
さ
る
こ
う
じ
ょ
う
お
ぼ
え
が
き
�

（
N
1-

110
）　
（1）
　31
・
5
セ
ン

チ

×
46
・
6
セ
ン

チ
�

　
（2）
　16
・
4
セ
ン

チ

×
39
・
4
セ
ン

チ

�

24
�

播
磨
国
境
の
三
石
か
ら
岡
山
城
下

口
の
森
下
ま
で
、
中
国
路
の
様
子
を

極
彩
色
で
描
い
た
も
の
。
上
装
の
折

本
で
、
広
げ
た
全
長
は
五
百
九
十
五
・

○
セ
ン
チ

に
な
る
。
集
落
の
名
称
、
両
側

の
景
観
、
神
社
・
仏
閣
、
名
勝
な
ど
、

通
行
の
参
考
に
な
る
事
物
が
丁
寧
に

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
池
田
家
文
庫

に
は
、
同
一
の
折
本
や
未
製
本
の
図

巻
な
ど
が
数
点
あ
る
。�

２�３�４� １�


